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研究要旨： 「HTLV-1 母子感染予防対策マニュアル（第 2 版）」（2022）に、キャリア妊

産婦による授乳法の選択肢として、完全人工乳に加えて、授乳支援体制が整備されている

ことを必須条件に短期母乳栄養が追記された。これを受けて短期母乳栄養を選択した母親

（母子と家族）に対して、90 日未満の短期母乳栄養から完全人工栄養への十全な移行を

支援するための援マニュアル（以下、マニュアル）作成を開始した。 
鹿児島県における助産師の継続支援を受けた既存の標準的/特徴的 5 事例分析結果（2023
年度）を踏まえ、2024 年度は妊娠期から産後の母乳による授乳終了時期（母乳乳汁分泌低

下時期）/人工乳切り替え時期等の時間的経過を横軸に置いた具体的な支援マニュアル作成の

準備を行った。具体的には、マニュアル作成に必要な追加情報の収集、今年度実施された「キ

ャリねっとアンケート調査」（2024）結果の検討と活用、マニュアル作成チーム（鹿児島チ

ーム・東京チーム）の新規結成、マニュアル内容/種類（医療者向け・母親向け）の検討、2025
年度の具体的マニュアル作成計画を立案した。 

Ａ.研究目的 
 本研究は、HTLV-1 キャリア妊産褥婦・子ども・家族に対する人工乳移行支援マニュアル

作成を目的としている。2025 年度のマニュアル完成を目指し、2024 年度はマニュアル作成

への準備性を高めることを目的に活動を実施した。  
 
Ｂ.研究方法 
研究活動期間：2024年4月から2025年3月であった。 
各論的研究方法： 

1. 追加情報収集の必要性の検討：マニュアル作成にあたり、「短期母乳栄養を選択し

たHTLV-1陽性妊産婦への支援」に関する令和3年度研究報告書（JSPS16K12186.
下敷領.2021）（以下、報告書）により、詳細データが得られている鹿児島県におけ
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る助産師の家庭訪問継続支援を受けた短期母乳栄養16事例・長期母乳栄養1事例等
のデータで十分か否か（飽和されているか）について、班会議等で検討した。 

2. キャリねっとアンケート調査結果の活用：キャリねっと登録者HTLV-1キャリア妊

産婦に対する授乳指導ウェブ質問紙実態調査（2024年9月12日～12月1日、内丸薫、

渡邉俊樹）実施結果をマニュアル作成に活用した。 
3. チーム再編成とマニュアル作成方針：鹿児島における訪問支援事例分析チーム、お

よび、東京における産科施設授乳外来フォロー事例分析チームを新たに結成した。 
4. 2024年度後半期および2025年度計画立案：コアメンバー会議の設定とマニュアル作

成に向けた具体的計画を立案した。 
5. 鹿児島県における訪問事例及び東京における授乳外来事例の再分析：新規に編成さ

れた鹿児島チームは既存データの再分析を開始した。東京チームは研究発表を経て、

医師および助産師による支援に関する補足データ収集と整理を実施した。 
 
（倫理面への配慮） 
 鹿児島県における研究は、神戸女子大学「人間を対象とする研究倫理 委員会」承認（受付

番号 2020-29-1）を得て実施した。東京における研究は、日本赤十字社医療センター臨床倫

理審査会の承認（承認番号 1596）を得て実施した。追加情報収集については、協力への自由

意志の尊重、匿名性の担保、個人情報保護等について口頭と書面による説明を行いと本人の

書面による承諾を得て実施した。 
 
Ｃ.研究結果 

1. 追加情報収集の必要性の検討：班会議等で検討した結果、既存の鹿児島データは十

分（飽和）なデータと認識された。ただし、ほぼ助産師家庭訪問事例データのため、

鹿児島以外の産科施設における授乳外来フォロー事例情報を補完する必要性が確認

された。東京都にある日本赤十字社医療センターにおける事例を追加した。 
2. キャリねっとアンケート調査結果の活用：有効回答71名の分析結果から、短期授乳

を選択したキャリアマザーのうち65.7％が支援を受けておらず、そのうち約60％が

支援を希望していた。主な支援者は助産師等看護職であったが、多職種による支援

が行われていた。また、完全人工栄養を選択した母親において、1～3か月の間では、

73名中60名（82.2％）が支援を受けておらず、26.7％の母親はサポートを希望して

いた。これらの結果に基づき、短期母乳栄養に加えて人工栄養を選択した母親への

助産師等による支援もマニュアルに組み込むこととした。 
3. チーム再編成とマニュアル作成方針：研究分担者/協力者3名からなるコアメンバー

による組織化と意思決定ルートを整えた。新たに、鹿児島チームには兵庫医科大学

看護学部教員を、東京チームには日本赤十字社医療センター・日本赤十字看護大学

等から研究協力者を追加したチームを編成した。コアメンバーによるマニュアル作

成方針案（支援者向けマニュアル・母親等当事者向けマニュアル、短期母乳栄養か

らの人工乳移行支援マニュアル・完全人工栄養選択者支援等のマニュアル等）は各

チームメンバーと双方向的に情報共有し、効果的・効率的にマニュアル作成を行う

ことができるよう組織化した。 
4. 2024年度後半期および2025年度計画立案：コアメンバー会議及び各チーム会議を開

始した。2025年度前半に両チームで合意したマニュアル原案を作成、後半期に班会

議や専門家の意見聴取に基づく修正、パブリックコメント聴取に基づく修正を経て、

マニュアルを完成させる計画とした。 
5. 鹿児島県における訪問事例及び東京における授乳外来事例の再分析：妊娠期・分娩

期・産後入院中・退院後1か月、2か月、3か月（産後89日まで）の育児期間の人工

乳移行、90日以降の母乳栄養終了後の乳汁産生抑制期間別に、乳房や母子（家族）

の特徴的状況と支援ついて分析を開始し、時期別一覧表を作成した。短期母乳栄養

の複数バリエーション（例：初乳のみ、産後しばらくは母乳のみ、産後から混合栄

養等）ごとの状況と支援ポイント一覧表を作成した。さらに、産科施設内における
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妊娠期、産後入院中の医師と助産師の具体的かかわりや、産後の授乳外来フォロー

に関する補足データを収集と整理を実施した。 
 
Ｄ.考察 
 2024年度実施したキャリねっとアンケートウェブ調査結果分析結果から、短期母乳を選択

した母親への授乳支援体制整備の一環として、助産師・看護師による移行支援マニュアルが

必要であることが明らかになった。また、完全人工乳を選択した母親に対する支援の必要性

も示唆された。これらの知見は、マニュアル内容を考案するうえでの一助となった。また、

専門性の高い新規メンバーを加えたチームを再編成し、助産師訪問支援および産科施設授乳

外来支援に関する補足情報を収集や既存データの再分析を実施し、現場適用性の高いマニュ

アル作成が可能になると推察された。今年度作成した具体的マニュアル作成計画に沿って、

次年度確実にマニュアルを完成させることが重要である。 

 
Ｅ.結論 
「HTLV-1 母子感染予防対策マニュアル（第 2 版）」（2022）に、キャリア妊産婦による授

乳法の選択肢として、完全人工乳に加えて、授乳支援体制が整備されていることを必須条件

に短期授乳が追記されたことを受けて、特に短期授乳を選択したキャリアマザーに対する完

全人工乳移行マニュアルの作成にむけ、チームを組織化して既存データの再分析、補足デー

タ収集・整理を実施し、マニュアル作成に向けて計画的な取り組みを実施した。 
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